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COMMUNICATION FIRST
「指示」から「連携」へ。「指導」から「理解」へ。

11月17日（木）

ランチョンセミナー1 11月17日（木）12:20～13:10
第1会場（国立京都国際会館 1階 メインホール）

多職種連携でトライする「攻めの栄養管理」と 
摂食嚥下リハビリテーション
座　長：武久洋三（日本慢性期医療協会　名誉会長）

LS1 藤原　大（公益財団法人宮城厚生協会坂総合病院リハビリテーション科　診療部長）
共催：株式会社大塚塚製薬工場

ランチョンセミナー2 11月17日（木）12:20～13:10
第2会場（国立京都国際会館 1階 さくら）

「そうだったのか胃瘻、そうだったのか半固形」 
新旧コネクタ併存後のコネクタ選択は？
座　長：富家隆樹（医療法人社団富家会富家病院理事長）

LS2 合田文則（千里リハビリテーション病院　副院長）
共催：テルモ株式会社

ランチョンセミナー3 11月17日（木）12:20～13:10
第3会場（国立京都国際会館 1階 Room D）

慢性期医療の場で考える、安楽・安心・安全な褥瘡ケア
座　長：下元佳子（一般社団法人ナチュラルハートフルケアネットワーク代表理事）

LS3 神野俊介（一般社団法人オーディナリーライフ理学療法士・介護支援専門員）
共催：アルケア株式会社

ランチョンセミナー4 11月17日（木）12:20～13:10
第4会場（国立京都国際会館 1階 Room E）

「口から食べる」と「自分でトイレ」を支援する  
～慢性期医療の特殊性と求められる質の向上～
座　長：安藤高夫（医療法人社団永生会　理事長）

LS4 矢野　諭（医療法人社団大和会理事長）
共催：ネスレ日本株式会社　

ネスレヘルスサイエンスカンパニー
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第30回 日本慢性期医療学会
The 30th Annual Meeting of Japan Association of Medical and Care Facilities

ランチョンセミナー5 11月17日（木）12:20～13:10
第5会場（国立京都国際会館 2階 Room A）

やっぱり膝を曲げたくて“GS Knee”を創りました
座　長：吉尾雅春（千里リハビリテーション病院　副院長）

LS5 吉尾雅春（千里リハビリテーション病院　副院長）
増田知子（千里リハビリテーション病院　セラピー部　部長）

共催：藤倉化成株式会社
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COMMUNICATION FIRST
「指示」から「連携」へ。「指導」から「理解」へ。

11月18日（金）

ランチョンセミナー6 11月18日（金）12:30～13:20
第1会場（国立京都国際会館 1階 メインホール）

慢性期救急
座　長：安藤高夫（医療法人社団永生会理事長）

LS6 武久洋三（医療法人平成博愛会博愛記念病院理事長）
共催：コヴィディエンジャパン株式会社

ランチョンセミナー7 11月18日（金）12:30～13:20
第2会場（国立京都国際会館 1階 さくら）

自宅でリハビリ。それが、最適な環境でした。
座　長：木下祐介（医療法人愛の会　光風園病院　院長）

LS7 橋本康子（医療法人社団和風会　理事長）
共催：千里リハビリテーションクリニック東京

ランチョンセミナー8 11月18日（金）12:30～13:20
第3会場（国立京都国際会館 1階 Room D）

コロナ禍における認知症患者との共生
座　長：田中志子（医療法人大誠会理事長）

LS8 石井伸弥（広島大学大学院医系科学研究科共生社会医学講座　特任教授）
共催：日本慢性期医療協会

ランチョンセミナー9 11月18日（金）12:30～13:20
第5会場（国立京都国際会館 2階 Room A）

経腸栄養に関する最近の話題
１）胃瘻からの半固形化法に危機迫る？
２）胃内半固形化法の可能性
３）経腸栄養とSDGs （Sustainable Development Goals）
座　長：西口幸雄（大阪市立総合医療センター　病院長）

LS9 合田文則（千里リハビリテーション病院　副院長）
共催：ニュートリー株式会社


